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議会の傍聴について

新型コロナウイルスの感染状況により、議会の傍聴人数を
制限する場合がありますので、ご了承ください。

第１回定例会は３月

かみかわ町議会だよりはユニバーサルデザインフォントを使用しています。かみかわ町議会だよりはユニバーサルデザインフォントを使用しています。
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［午前９時～  一般質問等］から

［午前９時～  質疑・討論・採決等］
を予定しています。
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1212
月
定
例
会
を
開
催

月
定
例
会
を
開
催

　令和４年第４回神川町議会定例会は、12月６日から13日
までの８日間の会期で開かれ、町政に対する一般質問が行
われたほか、町長から提案された令和４年度一般会計及び
特別会計の補正予算７件、条例の制定・改正９件、報告等
２件、議員提案１件が審議されました。（事業内容等は、
３ページ・12ページをご覧ください。）
なお､請願書２件及び陳情書１件は不採択といたしました｡

また、一般質問は12月６日に行われ、８名の議員が町長を
はじめ町当局の考えについて、下表のとおり質問しました。

※一般質問とは、議員が町の現在の施策、将来の考え方や説明を町長などに求め、
　町民のための適切な町政運営を行っているかチェックするものです。
※12月定例会の一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。
　また、町ホームページでも３月上旬から閲覧出来ます。

　令和９年度に埼玉県内の国民健康保険税水準の準統一(県内の各自治体で賦課される国保税率を
同水準に近づけるため、一部の項目を除きその算出方法を同一にすること) が予定されています。
神川町の国保税の税率は15年近く据え置きされ、国保加入者の負担増を抑えてきましたが、収入
不足が続き、国保財政調整基金の残も少なくなりました。
　今回の税率改正は、現行の税率のままでは令和９年度に急激な引き上げを余儀なくされ、混乱が
生じるおそれがあることから、埼玉県が示す神川町の標準保険税率に近づけるものとし、準統一で
の激変を緩和する目的のものです。

質　問　者 質　問　事　項 質　問　要　旨 掲載頁
新井　太一 １．安心安全に暮らせる

　　 まちづくりについて
１．町の防犯カメラ設置整備の推進について ４

川浦　雅子 １．経済対策と子ども
　   支援について

１．食料配布と学校の長期休み中の子ども食堂の
　　拡充について

５２．介護予防について
　　(追跡質問）

１．農作業による健康維持増進と地域振興について

３．化学物質過敏症等
　　について

１．電磁波や香り等で健康を害している方が居る
　　ことの周知について

柴崎　愛子 １．役場職員の健康増進について １．デスクチェアーとしてバランスボール導入について
６２．熱中症やコロナ対策について １．小学生に晴雨兼用傘の配布について

３．デュアルスクールについて １．区域外就学制度について
堀川　光宣 １．小学校教育の充実について １．質の高い教育環境について ７
四方田繁男 １．町の組織体制について １．課題解決に向けた組織体制の取組について

８
２．冬桜の宿神泉について １．冬桜の宿神泉の今後の運営方針について

坂本　貴佳 １．町道インフラ管理に
　　ついて

１．人家密集地の排水路ついて
２．危険な通学路について
３．道路に関する総合的な整備計画について

９２．グリーンベルト設置
　　促進について
　　（追跡質問）

１．グリーンベルトの取組状況と対策について

３．町所有の未使用地に
　　ついて（追跡質問）

１．未使用地の現状と活用について

赤羽奈保子 １．空家・空き地対策に
　　ついて(追跡質問)

１．改正民法第 233 条に対する今後の町の方針に
　　ついて

10２．帯状疱疹の予防接種について １．帯状疱疹への予防接種の助成について
３．子どもの権利条例について １．子どもを守るための条例の制定について

福島　康弘 １．キャッシュレス決済
　　とまちづくりについて

１．地域活性化の促進について
11

物価高騰対策事業を可決物価高騰対策事業を可決物価高騰対策事業を可決

矢納フィッシングパーク　リニューアル修繕費を可決矢納フィッシングパーク　リニューアル修繕費を可決矢納フィッシングパーク　リニューアル修繕費を可決

令和５年度から国民健康保険税の税率を改正令和５年度から国民健康保険税の税率を改正令和５年度から国民健康保険税の税率を改正

医療給付分
（全加入者）

後期高齢者支援金分
（全加入者）

介護納付金分
（40歳以上 65歳未満の加入者）

令和４年度
（改正前）

令和５年度
（改正後）

令和４年度
（改正前）

令和５年度
（改正後）

令和４年度
（改正前）

令和５年度
（改正後）

所得割 所得に対して 4.8％ 6.3％ 2.7％ 2.4％ 1.2％ 2.3％
資産割 固定資産税に対して 30％ 15％ － － － －
均等割 加入者１人あたり 10,000 円 25,000 円 7,000 円 10,000 円 6,800 円 15,000 円
平等割 １世帯あたり 16,000 円 8,000 円 － － － －
※令和９年度の準統一では、医療給付分の賦課方式が２方式に統一される予定のため、資産割と平等割を現行の半分に減らして
　２方式に近づけます。 

事業費：750万円
矢納フィッシングパークが新しくなります。釣
った魚を炭火焼きで食べたり、バーベキューを
したりと一日楽しめる場所になります。
ぜひ足を運んでみてください。コロナ禍前の当時の写真を掲載しています。

子育て世帯の児童に子育て世帯の児童に
２万円を支給２万円を支給
事業費：3,502万円
新型コロナウイルス感染症に
よる影響が長期化するなかで、
光熱水費や食費等の物価高騰
に直面する子育て世帯に対し、
第２回目の町独自の臨時特別
給付金(児童1人あたり2万円)
を支給する。

物価高騰分の物価高騰分の
給食材料費を増額給食材料費を増額
事業費：437万円
物価高騰による給食材料費の
不足分の増額補正を行った。

農業者物価高騰対策支援金農業者物価高騰対策支援金
５万円を給付
事業費：1,060万円
新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に伴い、物価高騰に
よる農業者への負担を軽減し、
営農の継続を支援するため､
支援金を給付する。

【改正内容】
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一 般 質 問一 般 質 問

かみかわ町議会だよりかみかわ町議会だより

経
済
対
策
と
子
ど
も
支
援

◆
幅
広
い
食
料
支
援
を
！

町
で
は
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
個
別

に
食
料
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
物

価
高
騰
の
な
か
、
住
民
税
課
税
世
帯

で
も
可
処
分
所
得
（
※
注
）
が
少
な

く
、
生
活
状
況
の
悪
化
は
深
刻
で
す
。

幅
広
く
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
の
長
期
休
み
中
に
、

町
独
自
で
生
涯
学
習
施
設
を
利
用
し

た
子
ど
も
食
堂
に
取
り
組
む
こ
と
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

※
注　
収
入
の
う
ち
、
税
金
や
社
会

保
険
料
な
ど
を
除
い
た
所
得
の
こ
と
。

　
　
　
　

町
長

「
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

担
い
手
養
成
に
努
め
ま
す
」

　
子
ど
も
食
堂
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
に
運
営
を
し
て
、
毎
月
１

回
弁
当
の
配
布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
さ
ら
な
る
実
施
回
数
の

充
実
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
、
担
い

手
の
養
成
に
努
め
ま
す
。
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、

提
供
さ
れ
る
食
材
の
数
に
限
り
が
あ

り
、
実
施
回
数
は
限
定
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

教
育
長

｢

居
場
所
づ
く
り
を
考
え
ま
す｣

　
生
涯
学
習
施
設
の
受
け
入
れ
で
は
、

各
図
書
室
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
、
食
料
支
援
と
併
せ
た
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
場
と
し
て
の
活
用

も
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
予
防

◆
農
福
連
携
で
サ
ロ
ン

　
全
国
的
に
農
業
と
福
祉
の
連
携
で

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

が
あ
り
、
国
も
事
業
化
を
し
て
後
押

し
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
定
年

等
で
退
職
し
た
方
々
も
、
生
き
が
い

や
地
域
振
興
の
担
い
手
と
し
て
励
み

に
な
り
ま
す
。

　
畑
で
サ
ロ
ン
等
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
農
作
業
と
介
護
予
防
を

　
　
　
　
　
　
検
討
し
ま
す
」

　
定
年
な
ど
を
契
機
に
、
生
き
が
い

や
社
会
参
加
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

は
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
豊

か
に
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
農
業
資
源
の
活
用
等
は
フ
レ

イ
ル
予
防
、
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
男
性
料

理
教
室
で
使
う
野
菜
の
栽
培
等
で
、

農
作
業
を
取
り
入
れ
る
工
夫
等
で
継

続
的
な
介
護
予
防
に
つ
な
げ
ら
れ
る

か
、
検
討
し
ま
す
。

化
学
物
質
過
敏
症
等

◆
こ
れ
ら
の
存
在
を
知
ら
せ
て

　
化
学
物
質
過
敏
症
患
者
の
多
く
が
、

医
療
や
具
体
的
な
支
援
に
た
ど
り
着

け
ず
、
理
解
さ
れ
な
い
苦
し
さ
を
抱

え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
香
害

や
電
磁
波
過
敏
症
等
の
存
在
を
、
住

民
や
町
職
員
、
学
校
関
係
者
に
周
知

等
で
、
理
解
す
る
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
ま
す｣

　
電
磁
波
過
敏
症
や
香
り
に
よ
る
健

康
被
害
が
国
内
で
も
一
定
数
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
健
康
被
害
の
可
能
性
と

配
慮
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
し
ま
す
。

　
　
　
　

教
育
長

「
体
調
等
に
配
慮
し
て
進
め
ま
す｣

　
化
学
物
質
過
敏
症
や
電
磁
波
過
敏

症
は
、
児
童
生
徒
の
健
康
へ
の
支
障

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
政
策
で
あ
る
パ
ソ
コ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普
及
が
進

ん
で
い
ま
す
の
で
、
体
調
等
に
配
慮

し
な
が
ら
教
育
を
進
め
ま
す
。

川
浦
雅
子
議
員

答
え

答
え

答
え

答
え

答
え

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆
防
犯
カ
メ
ラ

　
　
　
　
防
犯
灯
の
設
置
を

　
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
防
犯

カ
メ
ラ
や
防
犯
灯
の
設
置
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　
町
で
も
独
り
暮
ら
し
の
方
や
高
齢

の
方
が
た
く
さ
ん
い
る
な
か
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
や
怪
し
い
業
者
の
訪
問
な

ど
の
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
万
一

が
起
こ
る
前
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

　
先
進
的
な
自
治
体
で
は
、
各
小
中

学
校
の
通
学
路
、
ま
た
、
全
て
の
公

園
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど

の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
対
策
を
強
化
し
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
増
や
す
こ
と
は
、
犯
罪
を
予
防
す

る
の
に
一
定
の
効
果
が
あ
り
、
町
で

も
学
校
周
辺
や
道
路
脇
、
ま
た
は
、

バ
ス
停
や
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
よ

う
な
公
共
施
設
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
に
関
し
て
は
区
長
か
ら
の

申
出
に
よ
る
設
置
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
設
置
数
が

少
な
く
、
町
内
の
メ
イ
ン
の
県
道
や

町
道
で
さ
え
も
「
暗
く
て
危
な
い

な
」
と
感
じ
る
箇
所
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

特
に
日
が
短
く
な
る
季
節
に
は
、
自

転
車
に
よ
る
通
学
や
近
年
健
康
や
体

力
づ
く
り
の
た
め
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

愛
好
者
も
多
く
、
さ
ら
な
る
危
険
の

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
防
犯
や
交
通
事
故
対
策
と
し
て
各

団
体
や
住
民
の
声
を
聞
き
、
率
先
し

て
防
犯
灯
の
設
置
を
推
進
す
る
仕
組

み
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
防
犯
灯
設
置
の
現
状
と

実
績
も
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
被
害
な
ど
の

　
　

  

客
観
的
な
事
情
が
必
要
で
す
」

　
町
で
は
犯
罪
の
予
防
の
た
め
、
丹

荘
駅
駐
輪
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

か
ら
農
業
者
や
中
小
事
業
者
等
を
対

象
に
安
心
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
防
犯
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
交
付
件
数

は
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
防
犯
」
を
目
的
と
し
た
町
内
、

特
に
町
道
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
は
、
犯
罪
抑
止
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
町
道

へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

不
特
定
多
数
の
方
を
常
時
録
画
す
る

こ
と
に
な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
も

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場
所
は
、

付
近
で
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
状
況

な
ど
、
一
定
の
正
当
な
理
由
が
な
け

れ
ば
、
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

の
侵
害
に
当
た
る
可
能
性
が
大
き
く
、

犯
罪
被
害
件
数
な
ど
の
客
観
的
な
事

情
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
の
防
犯
灯
の
計
画
的
な
設
置
整

備
は
、
歩
行
者
の
安
全
や
防
犯
を
目

的
に
約
１
、
６
０
０
灯
の
防
犯
灯
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
防
犯
灯
の
設
置

申
請
は
、
毎
年
１
回
、
行
政
区
長
か

ら
設
置
要
望
を
受
け
、
町
の
設
置
基

準
に
基
づ
く
現
地
確
認
を
行
い
、
防

犯
灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
方
法
の
拡
充
や
担
当
職
員
に

よ
る
設
置
は
、
夜
間
の
光
に
よ
る
農

作
物
へ
の
生
育
の
影
響
に
も
考
慮
し

な
が
ら
、
地
域
の
状
況
を
熟
知
し
て

い
る
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
各
行
政

区
で
集
約
し
て
い
た
だ
き
、
行
政
区

長
を
通
じ
設
置
要
望
を
町
へ
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

答
え

新
井
太
一
議
員
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小
学
校
教
育
の
充
実

◆
少
子
化
に
対
応
し
た

　
　
　
　
教
育
の
見
直
し
を

神
川
町
総
合
計
画
で
は
、
「
町
内

の
一
部
で
は
過
疎
化
の
影
響
か
ら
児

童
生
徒
数
が
減
少
し
、
行
事
等
の
実

施
に
一
部
支
障
が
生
じ
始
め
て
い

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
渡
瀬
地
区
か
ら
も
渡
瀬
小
学
校
と

青
柳
小
学
校
統
合
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
９
月
定
例
会
で
令
和
３

年
度
の
各
小
学
校
の
児
童
数
と
運
営

費
（
人
件
費
含
む
）
を
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
神
泉
小
：
児
童
16
人
／
２
、

１
２
０
万
円
、
渡
瀬
小
：
児
童
31
人

／
２
、
１
３
０
万
円
、
青
柳
小
：
児

童
１
８
３
人
／
２
、
３
７
０
万
円
、

丹
荘
小
：
児
童
３
６
０
人
／
３
、
１

８
０
万
円
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
６
年
間
は
集
団
生
活
の

な
か
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
通

用
す
る
根
本
的
な
力
を
身
に
つ
け
る

大
事
な
時
期
と
考
え
ま
す
。
小
学
校

の
統
合
に
よ
り
豊
か
な
心
や
社
会
性

を
育
む
教
育
の
推
進
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
教
育
費
を
集
中
さ
せ
る
こ

と
で
質
の
高
い
教
育
を
子
ど
も
た
ち

に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
過
ご
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
税
金
に
よ
る
限
り
あ
る
予

算
の
中
で
ど
う
行
う
の
か
、
大
人
が

真
剣
に
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
小
学
校
教
育
の
充
実
及
び
質
の
高

い
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

教
育
長

「

年
後
を
め
ど
に
、
小
学
校
４
校
を

１
校
に
統
合
す
る
方
針
で
進
め
ま
す
」

　
今
後
の
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
共
催

の
総
合
教
育
会
議
等
を
通
し
て
、
こ

れ
ま
で
意
見
交
換
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
10
年
後
を
め
ど

に
、
小
学
校
４
校
を
１
校
に
統
合
す

る
方
針
で
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
学
年
ご
と
に
一
定
の
児
童
数
を
確

保
し
、
複
式
学
級
の
解
消
や
学
習
指

導
要
領
の
狙
い
に
沿
っ
た
授
業
展
開

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童

が
一
層
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
質
の
高

い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、

費
用
を
集
約
化
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
神
川
町
立
小
学
校
適
正

規
模
等
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を

生
か
し
な
が
ら
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
を
最
優
先
し
、
地

域
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

答
え

堀
川
光
宣
議
員

役
場
職
員
の
健
康
増
進

◆
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
導
入
を

機
関
誌
等
で
は
、
以
前
か
ら
民
間

企
業
の
職
場
で
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

導
入
で
大
き
な
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
に
な
っ
て
新
し
い
椅
子
に

成
っ
た
の
で
す
が
、
机
は
入
れ
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
机
の
見
直
し
と
職
員
の
腰
痛
や
肩

凝
り
対
策
、
集
中
力
ア
ッ
プ
な
ど
の

健
康
増
進
の
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
導
入
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

机
の
導
入
を
研
究
検
討
し
ま
す｣ 　
　

　
幾
つ
か
の
自
治
体
で
導
入
後
、
腰

痛
の
改
善
な
ど
一
定
程
度
見
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
庁
舎
で
使
用
し
て
い
る

椅
子
は
、
体
に
配
慮
し
た
も
の
を
選

定
し
て
い
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
導
入
は
研
究
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
机
の
見
直
し
は
、
高
さ
も
低
く
、

幅
も
狭
い
た
め
、
き
ち
ん
と
し
た
姿

勢
で
の
事
務
が
や
り
に
く
い
状
況
が

事
実
で
す
。
新
庁
舎
建
設
当
時
コ
ス

ト
面
を
考
え
、
再
利
用
を
し
て
い
ま

す
が
、
導
入
を
前
向
き
に
検
討
し
ま

す
。

熱
中
症
や
コ
ロ
ナ
対
策

◆
晴
雨
兼
用
傘
の
配
布
を

　
　

　
夏
場
の
小
中
学
校
で
の
子
ど
も
達

の
行
動
は
、
環
境
省
か
ら
出
さ
れ
た

暑
さ
指
数
に
応
じ
た
熱
中
症
予
防
運

動
指
針
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
ま

す
。　
　
　

　
熊
谷
市
は
全
て
の
小
学
校
の
児
童

に
「
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
晴
雨
兼
用
傘

を
配
布
し
、
登
下
校
時
に
使
用
、
児

童
の
熱
中
症
対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
に
実
施
。
グ
ラ
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
紫
外
線
カ
ッ
ト
率

と
遮
光
率
は
99
％
以
上
」
と
の
新
聞

報
道
で
し
た
。

　
年
々
気
温
が
高
く
な
り
、
暑
さ
指

数
も
高
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、

小
学
生
に
晴
雨
兼
用
の
傘
を
配
布
す

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

  

教
育
長

「
費
用
対
効
果
等
を

　
　

考
慮
し
て
検
討
し
ま
す
」

　
熊
谷
市
の
取
り
組
み
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
普
通
の
雨
傘
と
、
晴
雨

兼
用
傘
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
が

あ
る
の
か
、
そ
の
効
果
は
ま
だ
検
証

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
活
用
し
て
い
る
市
町
村
の

情
報
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
晴
雨

兼
用
傘
配
布
の
必
要
性
や
児
童
の
安

全
性
、
費
用
対
効
果
等
を
考
慮
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル

◆
区
域
外
就
学
制
度
の
取
組
を

　
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
と
は
、
住
所

を
移
す
こ
と
無
く
都
市
と
地
方
を
行

き
来
し
て
学
べ
る
二
つ
の
学
校
の
こ

と
で
、
受
け
入
れ
る
の
に
充
分
、
豊

か
な
自
然
が
あ
り
、
少
人
数
の
神
泉

小
学
校
の
子
ど
も
達
に
経
験
さ
せ
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
区
域
外
就
学
制
度
を

活
用
し
、
互
い
の
教
育
委
員
会
で
協

議
し
、
承
諾
さ
れ
れ
ば
可
能
で
す
。

　
町
と
し
て
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
に

対
応
し
た
区
域
外
就
学
に
取
り
組
む

考
え
が
あ
る
か
、
ま
た
、
現
行
の
神

川
町
立
小
中
学
校
通
学
区
域
等
の
取

扱
い
に
関
す
る
基
準
で
対
応
で
き
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　

   

教
育
長

｢

事
例
を
研
究
し

     

導
入
す
る
か
判
断
し
ま
す｣

　
神
川
町
の
子
ど
も
が
都
市
部
の
子

ど
も
達
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
違
っ

た
意
見
や
刺
激
を
受
け
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
め
る
反
面
、
様
々
な
影
響

が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
の
国
の
閣
議
決
定
で
デ

ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
を
現
在
の
区
域
外

就
学
制
度
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
実
施
す
る

か
は
市
町
村
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
市
町
村
が
や
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
例
を
研

究
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
検
討
し
な
が
ら
導
入
す
る
の
か
、

判
断
し
ま
す
。

柴
崎
愛
子
議
員

答
え

答
え

答
え

10
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町
道
イ
ン
フ
ラ
管
理

◆
時
代
に
即
し
た
町
道
整
備
を

　
小
浜
、
四
軒
在
家
の
人
口
密
集
地

に
あ
る
通
行
に
不
便
で
危
険
な
側
溝

は
、
若
者
の
定
住
検
討
に
も
影
響
が

あ
る
様
に
思
え
ま
す
が
、
改
修
整
備

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
関
口
か
ら
元
阿
保
ま
で
の
通
学

路
で
、
危
険
と
み
ら
れ
る
箇
所
で
進

め
ら
れ
て
い
る
開
発
行
為
の
審
議
・

許
可
す
る
な
か
で
、
交
通
安
全
に
対

す
る
検
討
が
行
わ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

　
道
路
維
持
管
理
及
び
通
学
路
の
安

全
確
保
は
、
長
期
的
・
俯ふ

か
ん瞰

的
に
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
状
認

識
と
今
後
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
安
全
優
先
で

　
　

道
路
整
備
を
進
め
ま
す
」

　
ご
指
摘
の
排
水
路
は
、
農
業
用
に

整
備
さ
れ
た
ふ
た
の
な
い
側
溝
の
た

め
、
自
動
車
等
の
転
落
等
の
可
能
性

も
あ
り
、
安
全
を
調
査
し
道
路
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
指
摘
の
危
険
な
通
学
路
は
、
30
キ

ロ
規
制
要
望
を
児
玉
警
察
署
へ
提
出

し
、
危
険
除
去
は
町
の
開
発
協
議
会

か
ら
設
置
者
に
対
し
、
工
事
期
間
中

及
び
運
営
後
の
安
全
管
理
の
徹
底
し

ま
し
た
。

　
今
後
と
も
町
民
・
来
町
者
の
安
全

優
先
で
長
期
的
、
広
い
見
地
に
立
っ

た
道
路
整
備
計
画
を
進
め
、
安
全
な

道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設
置
促
進

◆
安
全
な
通
学
路
を

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
で

　
令
和
２
年
12
月
の
定
例
会
で
質
問

し
た
時
は
、
主
要
通
学
路
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
設
置
72
・
８
％
の
設
置

率
で
、
残
り
は
第
５
期
通
学
路
整
備

計
画
で
対
応
す
る
と
の
お
答
え
で
し

た
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
が
交

通
事
故
の
撲
滅
に
は
繋
が
り
ま
せ
ん

が
、
減
少
に
は
貢
献
で
き
ま
す
。

現
在
の
計
画
を
待
た
ず
に
一
刻
も
早

い
実
現
の
た
め
、
予
算
編
成
の
こ
の

時
期
に
町
の
認
識
と
安
全
対
策
の
考

え
を
再
度
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長

｢

早
急
な

     

安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す｣

　
通
学
路
の
安
全
確
保
は
、
優
先
す

べ
き
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

平
成
25
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
約

10
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
学
校
関
係
者
に
よ
る
危
険

個
所
の
点
検
・
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
、

第
５
期
通
学
路
整
備
計
画
（
令
和
４

年
度
〜
令
和
８
年
度
）
に
基
づ
き
、

早
急
な
安
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

町
所
有
の
未
使
用
地

◆
未
使
用
地
の
有
効
利
用
を

　
四
軒
在
家
に
あ
る
町
所
有
で
未
使

用
の
土
地
約
３
、
７
０
０
㎡
は
、
令

和
３
年
３
月
の
定
例
会
で
質
問
し
、

使
用
目
的
が
決
ま
っ
て
い
な
い
回
答

を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
で
の

会
議
で
も
観
光
農
園
と
し
て
使
用
等

が
提
言
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

税
金
の
無
駄
使
い
に
成
ら
な
い
よ
う

な
有
効
利
用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
そ
の
土
地
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
長

「
売
却
を
含
め

有
効
利
用
を
検
討
し
ま
す
」

　
四
軒
在
家
の
土
地
は
、
浄
水
場
建

設
予
定
地
と
し
て
買
収
し
、
平
成
27

年
４
月
１
日
に
計
画
変
更
と
な
り
、

当
初
目
的
の
利
用
予
定
は
な
く
、
上

水
道
事
業
の
な
か
で
未
使
用
地
と
し

て
管
理
し
、
令
和
４
年
度
は
神
川
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
除
草
作

業
の
委
託
を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
利
用
は
、
関
係
機
関
と
調
整

し
な
が
ら
売
却
を
含
め
、
幅
広
く
有

効
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

坂
本
貴
佳
議
員

答
え

答
え

答
え

町
の
組
織
体
制

◆
具
体
的
な

　
行
政
機
能
強
化
の
取
組
を

来
年
度
、
新
神
泉
総
合
支
所
の
開

設
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
町
の
新
た

な
拠
点
と
し
て
住
民
の
期
待
と
注
目

も
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町

の
資
源
と
し
て
観
光
、
山
林
な
ど
を

生
か
し
た
組
織
体
制
の
強
化
編
成
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　
新
総
合
支
所
の
開
設
に
向
け
て
町

組
織
の
再
編
成
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
と
し
て
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
、
具
体
的
な
行
政
機

能
強
化
の
取
組
を
す
る
の
か
。
本
庁

か
ら
ど
の
よ
う
な
部
署
、
担
当
が
移

り
、
支
所
の
行
政
機
能
を
よ
り
充
実

さ
せ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ

て
い
く
の
か
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
主
体
的
な
促
進
体
制　

　
増
員
も
予
定
し
て
い
ま
す
」

　
現
在
建
設
中
の
神
泉
総
合
支
所
に

は
、
森
林
や
清
流
等
の
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
観
光
資
源
や
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
盛

り
上
げ
る
な
ど
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
令
和
５
年
４
月
の

新
支
所
の
開
設
に
併
せ
組
織
体
制
の

強
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
支
所
管
内
の
観
光
振
興
や
地

域
交
流
の
促
進
な
ど
地
域
振
興
に
主

体
的
、
中
心
的
に
活
動
で
き
る
役
割

を
付
与
す
る
と
と
も
に
人
員
の
増
員

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
目
的
交
流
施
設
を
支
所

の
一
括
管
理
と
す
る
こ
と
で
、
地
域

で
の
活
用
を
促
進
す
る
ほ
か
、
路
線

バ
ス
を
延
伸
す
る
こ
と
で
町
営
バ
ス

の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り
継
ぎ
を
可
能
に

し
、
交
通
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
設

け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

冬
桜
の
宿
神
泉

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
継
続
を

　
冬
桜
の
宿
神
泉
が
臨
時
休
業
し
て

既
に
８
か
月
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま

だ
何
も
方
向
性
や
計
画
の
報
告
も
あ

り
ま
せ
ん
。
休
業
期
間
が
長
い
と
、

冬
桜
の
宿
の
営
業
時
に
最
も
多
か
っ

た
リ
ピ
ー
タ
ー
客
も
離
れ
、
再
開
時

の
対
応
や
対
策
は
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
町
民
の
方
か
ら
も
、

「
こ
の
ま
ま
や
め
て
し
ま
う
の
か
」

と
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
施
設
を
運
営
ま
た
は
活
用
し

て
い
く
の
で
す
か
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
を
継
続

し
て
い
く
の
か
も
含
め
、
今
後
の
運

営
方
針
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

町
長

「
指
定
管
理
者
制
度
で
は
な
く

民
間
活
用
を
精
査
し
て
い
ま
す
」

　
冬
桜
の
宿
神
泉
は
、
本
年
４
月
か

ら
休
館
し
て
お
り
、
皆
様
に
大
変
ご

心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
。
同
施
設
は
、
神
川
町
公
共
施
設

再
配
置
計
画
で
民
間
移
譲
を
検
討
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
指
定
管
理

者
制
度
の
活
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
現
在
は
民
間
で
活
用
し
て

い
た
だ
く
方
向
で
検
討
、
準
備
を
進

め
て
お
り
、
地
域
活
性
化
起
業
人
や

民
間
事
業
者
か
ら
伺
っ
た
施
設
の
活

用
方
法
や
移
譲
の
条
件
等
に
関
す
る

意
見
を
参
考
に
、
町
や
地
域
に
と
っ

て
最
適
な
活
用
方
法
を
精
査
し
て
い

る
段
階
で
す
。

　
施
設
の
維
持
費
も
か
か
っ
て
お
り
、

地
域
へ
の
経
済
効
果
等
も
考
慮
し
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
民
間
で
活
用
し

て
い
た
だ
く
よ
う
研
究
し
て
い
ま
す
。

四
方
田
　
繁
男
議
員

答
え

答
え

活用が期待される
新神泉総合支所完成イメージ
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
と
ま
ち
づ
く
り

◆
活
性
化
の
一
助

　
　
近
隣
同
様
事
業
実
施
を

　
人
口
減
少
が
続
く
な
か
、
地
域
活

性
化
が
本
町
当
面
の
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
秩
父
地
域
で
は
早
く
か

ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
官
民
連
携

の
取
組
、
近
隣
市
町
で
も
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
事
業
と
連
携
し
、
市
町

内
対
象
店
舗
で
の
お
買
物
に
対
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
消
費
者
に

付
与
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
本
庄
市
は
２
０
２
０
年
、
２
０
２

１
年
、
２
０
２
２
年
に
２
回
の
計
４

回
、
上
里
町
は
２
０
２
０
年
、
２
０

２
２
年
の
計
２
回
、
ま
た
、
隣
の
藤

岡
市
は
12
月
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
あ
れ
ば
消
費
者
が

各
々
支
払
金
額
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

確
認
、
支
払
い
完
了
と
手
続
は
簡
素

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
目
的
と
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
、

買
物
な
ど
幅
広
く
多
く
の
人
が
利
用

す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
普
及
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や

ポ
イ
ン
ト
還
元
を
目
的
と
し
た
集
客

に
つ
な
が
り
、
ま
た
他
地
域
か
ら
の

呼
び
込
み
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
地

域
活
性
化
の
一
助
に
も
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
近
隣
市
町
同
様
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
を
進
め
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

「
経
済
対
策
の
選
択
肢
の

    

一
つ
と
し
て
考
え
ま
す｣ 　
　

　
本
庄
市
、
上
里
町
が
実
施
し
ま
し

た
事
業
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

事
業
者
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
期
間
中
に
対
象

店
舗
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
支

払
い
を
行
う
と
、
最
大
30
％
の
ポ
イ

ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
活
用
し
地

域
経
済
を
盛
り
上
げ
て
い
く
取
組
で

あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
神
川
町
で
は
地
域
経
済
の

活
性
化
の
施
策
と
し
て
、
グ
ル
メ
商

品
券
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

を
令
和
２
年
度
か
ら
計
３
回
実
施
し

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
縮
小
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化
に
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　
本
庄
市
や
上
里
町
と
同
様
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
の
実
施
は
、

町
内
で
は
対
象
店
舗
が
他
市
町
と
比

べ
少
数
で
あ
る
こ
と
な
ど
慎
重
に
検

討
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
商

品
券
の
発
行
や
換
金
な
ど
の
作
業
が

不
要
で
あ
る
こ
と
、
今
後
ま
す
ま
す

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普
及
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
近
隣
市
町
の
実
施
状
況

や
事
業
の
効
果
な
ど
情
報
収
集
を
進

め
、
今
後
の
経
済
対
策
の
際
に
は
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
に
つ
い
て

も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え
ま
す
。

福
島
康
弘
議
員

答
え

出典：経済産業省ウェブサイト
（https://www.meti.go.jp/press/
2022/06/20220601002/20220601002.html）

キャッシュレス支払額及び決済比率の推移

空
家
・
空
き
地
対
策

◆
民
法
改
正
の
周
知
を

　
町
で
も
荒
れ
た
空
き
地
や
空
き
家

の
整
備
は
様
々
な
対
応
を
し
て
い
ま

す
が
、
抜
本
的
な
対
策
を
す
る
の
は

難
し
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
民
法
第
２
３

３
条
が
改
正
さ
れ
、
不
動
産
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
変
更
、
民
法
に
関
す
る

相
隣
関
係
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
今
か
ら
法
改
正
の
周
知
を
進
め
、

草
木
が
生
い
茂
る
前
に
困
っ
て
い
る

方
へ
の
対
応
等
が
で
き
る
と
思
う
の

で
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

町
長

｢

制
度
を

　
　
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す｣

　
　

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
隣
地
か
ら

樹
木
の
枝
が
越
え
て
い
る
た
め
、
隣

地
の
所
有
者
に
枝
を
切
る
よ
う
に
通

知
し
た
が
、
相
当
の
期
間
が
経
過
し

て
も
枝
を
切
っ
て
も
ら
え
な
い
場
合

や
隣
地
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
場

合
等
に
は
、
境
界
を
越
え
て
き
た
枝

を
自
ら
切
り
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
隣
地
の
所
有
者
に
対
す
る
通
知
期

間
や
通
知
の
方
法
な
ど
、
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
に
は
実
務
的
な
ル
ー
ル

も
あ
り
ま
す
の
で
、
制
度
を
周
知
す

る
意
味
で
も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種

◆
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

　
帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ

ィ
ル
ス
で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気
で
、

症
状
の
多
く
は
上
半
身
に
現
れ
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
医
療

費
削
減
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
の

で
す
が
、
今
後
助
成
を
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

　
　
　
　

町
長

「
接
種
費
用
の　

　
　
　

助
成
を
検
討
し
ま
す
」

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ウ
ィ
ル
ス
に
対

す
る
免
疫
力
を
高
め
、
発
症
を
予
防

す
る
と
と
も
に
、
発
症
し
た
と
し
て

も
軽
症
で
済
み
、
後
遺
症
の
予
防
や
、

医
療
費
軽
減
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
任
意
接
種
の
た
め
、
副

反
応
や
健
康
被
害
等
に
つ
い
て
も
予

防
効
果
と
併
せ
て
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
助
成
は
様
々
な
状
況
を
勘
案
し
、

検
討
し
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
例

◆
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
取
組
を

　
自
殺
や
い
じ
め
の
問
題
、
貧
困
の

問
題
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
、

虐
待
な
ど
、
「
助
け
て
」
と
言
え
な

い
、
「
仕
方
な
い
」
と
諦
め
て
し
ま

う
子
ど
も
た
ち
や
、
周
り
の
大
人
も

子
ど
も
の
権
利
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自

分
の
権
利
に
つ
い
て
考
え
直
す
機
会

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
つ
ら
い
思
い
を
す
る
子
ど
も
が
い

な
く
な
る
町
を
つ
く
る
た
め
に
も
、

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
を
策

定
し
、
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　
町
長

「
条
例
制
定
に
向
け
準
備
し
ま
す
」

　
子
ど
も
の
権
利
条
例
は
、
平
成
元

年
に
国
際
連
合
で
定
め
ら
れ
た
子
ど

も
の
権
利
条
約
に
基
づ
い
て
、
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
な

が
ら
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た
め
、

各
自
治
体
の
実
情
に
合
わ
せ
、
具
体

的
に
分
か
り
や
す
く
定
め
る
と
と
も

に
、
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
大
人

の
役
割
や
自
治
体
の
取
組
等
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
神
川
町
で
も
、
い
じ
め
や
虐
待
等

か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
た
町
政
運

営
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
条
例
で

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
基
本
的
な
考

え
方
を
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

今
後
条
例
制
定
に
向
け
て
準
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

答
え

答
え

答
え

赤
羽
　
奈
保
子
議
員
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議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和４年度神川町一般会計補正予算（第６号）
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、子育て世帯への臨時特別給付金
事業３，５０２万円など。歳入歳出各１億５８４万２千円を追加し、補正後総額を歳入歳
出各６８億３，７５１万５千円とする。

◯

令和４年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出各８，４５６万９千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１６億２，１２５

万８千円とする。
◯

令和４年度神川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出各１６万１千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１億６，６９８万４千円
とする。

◯

令和４年度神川町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出各９７万２千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１２億６，５６４万３千
円とする。

◯

令和４年度神川町観光事業特別会計補正予算（第２号）
　城峯公園の指定管理料の債務負担行為を設定する。 ◯
令和４年度神川町水道事業会計補正予算（第３号）
第３条の水道事業収益的収入及び収益的支出の予定額を２億８,９０７万２千円とする｡ ◯
令和４年度神川町下水道事業会計補正予算（第１号）
第３条の下水道事業収益的収入及び収益的支出の予定額を１億１,４７８万５千円とする。 ◯
専決処分につき承認を求めることについて
　令和４年度神川町一般会計補正予算（第４号）を承認する。 ◯
専決処分につき承認を求めることについて
　令和４年度神川町一般会計補正予算（第５号）を承認する。 ◯

12月定例会議案一覧及び審議結果｢予算等｣12月定例会議案一覧及び審議結果｢予算等｣

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決)

議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

神川町個人情報の保護に関する法律施行条例
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、条例を制定する。 ◯
神川町情報公開・個人情報保護審査会条例
個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、条例を制定する。 ◯
神川町情報公開条例の一部を改正する条例
　個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、所要の改正を行う。 ◯
神川町職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例
　地方公務員法等の一部改正に伴い、職員の定年引上げ等に関し所要の改正を行う。 ◯
神川町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、神川町職員の給与に関する条例の
一部を改正する。

◯

神川町町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、一般職員と同様に町長等の期末手
当の支給率を改正する。

◯

神川町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、一般職員と同様に神川町会計年度
任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する。

◯

神川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　国民健康保険の健全な財政運営を図るとともに、令和９年度国民健康保険税県内統一
税率の導入に向け税率を見直すため、所要の改正を行う。

△

神川町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公費負担に関す
る条例の一部を改正する条例
　公職選挙法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行う。

◯

12月定例会議案一覧及び審議結果｢条例｣12月定例会議案一覧及び審議結果｢条例｣

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決)

議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

請
願
・
陳
情
・
議
員
提
出

町道認定並びに舗装整備の件
　総務経済常任委員会は不採択で、本会議でも不採択になりました。
※ 14ページをご覧ください。

×

町道 1212 号線舗装整備の件
総務経済常任委員会は不採択で、本会議でも不採択になりました。
※ 14ページをご覧ください。

×

感染症対策における子どもの権利に関する陳情
文教厚生常任委員会は不採択で、本会議でも不採択になりました。

※14ページをご覧ください。
×

神川町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例　
　町長等の期末手当の改定同様に、町議会議員の期末手当を改定する。 ◯

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

12月定例会議案一覧及び審議結果｢請願・陳情等｣12月定例会議案一覧及び審議結果｢請願・陳情等｣

議　案　名　称

議
決
等
の
結
果

１
四
方
田
繁
男

２
新
井　
太
一

３
田
中　
隆
久

４
川
浦　
雅
子

５
野
口　
弘
吉

６
坂
本　
貴
佳

７
清
水　
敏
信

８
堀
川　
光
宣

９
柴
崎　
愛
子

10
福
島　
康
弘

11
落
合　
周
一

12
赤
羽
奈
保
子

町長提出
議案

神川町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ - × ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○

請
願
・
陳
情

請願第１号
町道認定並びに舗装整備の件 不採択 × × - ○ × ○ - × × × ○ ×

請願第２号
町道 1212 号線舗装整備の件 不採択 ○ ○ - ○ × ○ × × × × ○ ×

陳情第２号
感染症対策における子どもの権利に関
する陳情

不採択 × × - × × × - × × × × ×

各議員の賛否の状況（全員賛成の議案等を除く）各議員の賛否の状況（全員賛成の議案等を除く）

〇 賛成　 　× 反対　　　― 清水敏信議長（議事進行）は採決に加わりません。
　　　　　　　　　　　　なお、請願第２号の採決は可否同数のため、議長裁決を行いました。
　　　　　　　　　　　　―田中隆久議員は、療養のため、欠席です。

請願・陳情の審議の流れ（請願同様の取り扱いの場合）
議会
豆知識

１ ２ ３ ４ ５
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　４日　県町村議会議長会議員研修会
　15日　本庄地方地域安全大会
　18日　常任委員会合同行政視察
　　　　（長野県野沢温泉村）
  19日　常任委員会合同行政視察
　　　　（長野県御代田町）
　25日　議会だより編集部会
　26日　臨時議会運営委員会
　30日　イルミネーション設置作業

　１日　全員協議会
　　　　議会活性化研修会
　２日　県町村議会議長会広報研修会
　８日　児玉広域議会行政視察
　14日　文教厚生常任委員会行政視察
　　　　（栃木県宇都宮市）
　18日　郡議長会役員会
　21日　税制改正要望受け入れ
　24日　議会運営委員会
　28日　消防審議会

　１日　全員協議会
　　　　議会だより編集部会
　２日　冬の交通事故防止運動
　６日　第４回定例会（一般質問・条例改正・
　　　　補正予算等、説明）
　７日　総務経済常任委員会
　８日　文教厚生常任委員会協議会
　　　　文教厚生常任委員会
　９日　臨時全員協議会
　10日　イルミネーション点灯式
　13日　第４回定例会(条例改正･補正予算等､
　　　　質疑・採決）
　　　　臨時議会運営委員会
　　　　新神泉総合支所建設工事視察
　17日　塙保己一賞表彰式
　23日　児玉広域議会第４回定例会

議  会  日  誌 イルミネーション設置作業

工事中の新神泉総合支所を見学しました

イルミネーション設置作業
議会も協力

10月

11月

12月

＊本日誌は､主に議長出席の行事を掲載しています。

かみかわ町議会だより

総務経済常任委員会　請願２件を慎重審査
　12月７日（水）、総務経済常任委員会を開催し、紹介議員及び執行部から建設課職員の出席
を求め、現地では、請願者立ち会いのもと、関口地区の「町道認定並びに舗装整備の件」「町
道１２１２号線、舗装整備の件」の請願書２件を慎重に審査いたしました。
　紹介議員から、「当該用地の状況や請願に至っ
た理由」、執行部からは、町の考え方、及び、今
後の事業の見通しについて説明がありました。
　委員からは、「舗装整備より、道路の認定が先
ではないか」「現状は、道路として支障があるよ
うには見えない」とのことから、採決の結果、不
採択といたしました。

文教厚生常任委員会　陳情１件を慎重審査

陳情の委員長報告要旨 請願の委員長報告要旨

　12月８日（木）、全員協議会室で、『埼玉有志こどもの笑
顔を守る会』からの陳情書に関し委員会で審査しました。
　当日は説明者１人、傍聴者２人（内１人幼児）のなか、陳
情内容の説明を受けた後、学務課から陳情内容に関し神川町
の現状と対応状況を確認しました。町内の学校等では既に陳
情内容について、先生をはじめ、児童、保護者に対しても実
施していることから、陳情にある見直しを図る必要はないと
の意見が多く、採決した結果、不採択に至りました。

　10月30日（日）、神川町商工会主催のイルミ
ネーションの設置作業に議員も参加しました。
　担当場所は役場の南側で、スマイルやトナカ
イ、イルカ等のモチーフを設置しました。
　点灯式では、夕暮れの中、色とりどりのイル
ミネーションに、「ウ
キウキ、ワクワク、マ
シマシ」気分上々の出
来栄え！と自画自賛で
す。

　令和５年２月末完成予定の神泉総合支所です
が、12月議会最終日の令和４年12月13日（火）
午後見学しました。
　外観はほぼ形が見え、内部は地元神泉の50年
物の檜が張られます。多目的交流施設と民間バ
ス、町営バスの発着場と集約され機能的な場所
を予定しています。
　屋根の開閉が出来る屋
外テラスで飯盛山（通
称：大神山　だいじんや
ま)を眺めながら、お茶
しましょう。
開庁は４月３日予定です。

・文教厚生常任委員会
　陳情第２号「感染症対策における子どもの権
利に関する陳情」につきましては、「マスクを
しない方が良い」との主張ではなく、「マスク
をつけている人」も「マスクをつけていない
人」も、お互いの子どもの人権を尊重するため
のものであります。
　委員からは、「マスク着用の基準があいまい
なため、目安を示すことが大事ではないか」
「陳情内容は、すでに教育委員会から各学校に
指示が出ており、学校でもマスクをつけられな
い人の考えは尊重しているように思える」「陳
情の趣旨は理解しているので、反対ではない」
などの意見もありました。
　しかし、多数の委員の意見は、すでに取り組
んでいることを、改めて、取り組むよう求める
ことは難しいとのことから、採決した結果、賛
成少数で不採択とすべきものと決しました。

・総務経済常任委員会
　請願第１号「町道認定並びに舗装整備の件」
は、町道認定、舗装整備を求めるものでありま
す。
　しかし、「舗装整備より、道路の認定が先で
はないか」「道路認定後の維持管理を含めた予
算等の関係もある」「現状は、道路として支障
があるようには見えない」とのことから、採決
の結果、不採択といたしました。
　また、請願第２号「町道1212号線、舗装整
備の件」は、舗装整備を求めるものであります。
　しかし、「道路は傷んでいるようには見えな
い」「ほかにも使用できる道路があるので、必
要ないのではないか」「優先順位を考えての判
断が必要ではないか」とのことから、採決した
結果、不採択といたしました。

町内図書室の意見交換を実施
　12月8日（木）、文教厚生常任委員会協議会
を開催し、教育長と生涯学習課から町内の図書
室について現状説明があり、課題の把握及び要
望点を協議しました。
　各図書室の利用者は、親子や高齢者が多く、
利用時間は、施設により違いはありますが、さ
ほど不都合もなく、町内図書館間での本の貸出
し、近隣市町図書館の相互利用での図書貸出し
も可能で、また、フリーWi-Fiや町：電子図書
の導入もあり、利用の
し易さを感じました。
　町には、世代間交流
の場、学生の勉強場所
の充実・取組を要望し
ました。
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スマホで議会！
神泉のカタクリ写真タイトル：

　スマホでＱＲコードを読み
込むと「町ＨＰから神川町議
会のページ」が閲覧できます。

６月定例会は、６月６日（火）から
開催予定です。 】【

フォーカス友の会　舟山　俊策さん
撮影場所：大字上阿久原地内
撮  影  日：令和４年３月31日
　　　　　カタクリと三ツ葉ツツジが、互い
　　　　　を協調するかのように、一緒に咲
　　　　　いていた。カタクリは咲いている
　　　　　場が広くなったような気がした。
　　　　　手入れをしておられる人に感謝。

撮 影 者：
ひとこと

撮 影

議　会　活　動　報　告

　令和４年10月18日（火）、文教厚生常任委員会と合同で
長野県野沢温泉村の「農業用水の高低差を利用した小水力
発電施設」を視察しました。
　野沢温泉村議会議長や担当職員から、事業のいきさつを
はじめ、地域との協力体制、事業費の財源確保などの説明
を受けてきました。
　小水力発電の導入には、水利権や許認可など、複雑な手
続きがあると思いますが、町の歳入増加や再生可能エネルギーの活用の可能性からも、小水力
発電事業化の検討の重要性を改めて確認しました。

　令和４年10月19日（水）、介護保険料が低額の長野県御
代田町に視察研修に行きました。議長をはじめ、健康福祉
課の皆様に、介護予防活動の説明をいただき、その後ＮＰ
Ｏ法人御代田はつらつサポーターの活動の場『エコールみ
よた』にて、参加者・サポーターの方々が行っている音楽
療養、健康運動の実践状況を確認しました。神川町でも介
護保険料の減額を目指すよう研究・活動していきます。
　また、11月14日（月）は、平成17年より小規模特認校に
指定された宇都宮市城山西小学校を視察研修しました。こ
の学校の統合や廃校等の危機から現在に至るまでの経緯、
特色ある教育方針、放課後活動、地域連携等から成り立っている現状を確認しました。神川町
での人口減少に伴う小学校の統合・廃校問題の参考にします。

総務経済常任委員会　小水力発電を視察総務経済常任委員会　小水力発電を視察

文教厚生常任委員会　先進地を視察文教厚生常任委員会　先進地を視察


